日中韓分析研究交流会シンポジウム案（韓国、済州島）
「2011 China-Japan-Korea Symposium on Analytical Chemistry」

趣旨説明

ガスクロマトグラフィー研究懇談会が2002年に手探りではじめた研究交流を母体として、2005年にJAIMAカンファレンスの場を借りて分析化学会の国際協力の補助金を頂きセパレーションサイエンスを構成する研究懇談会が協力して開催しました。今回が第8回になります。取り組みの内容としては、中国・韓国における日本につながりのある帰国研究者、日本に留学生の派遣を考えたり共同研究を目指している研究者を中心に緊密な連絡を行っていくことを念頭において参加を呼びかけ国際交流を目指しております。各研究懇談会の協力もあり毎回約100名の参加がある会議となりました。この形態で引き続き交互に交流し、互いの協力関係を保つことが可能と考えておりますが、日本での開催は会場や運営費用などの点で開催者側にも海外の参加者にも負担が大きく、なかなか連続して日本開催を実現することが難しい状況にあります。2007年は韓国の呼びかけで第9回ASIANALYSISの特別セッションとして開催され、多くの参加者を集めて交流を図りました。2008年は中国の呼びかけでアモイ大学にて開催し、日本からは環境分析研究懇談会が加わり盛大に開催しました。2009年は2005年と同様にJAIMAカンファレンスの場を借りて分析化学会の国際協力の補助金を頂き幕張メッセにて1日半の会期で開催いたしました。2010年は中国側から呼びかけがあり、2日間の会期で中国（武漢）で開催されました。学生の交換も開始されており、日本側も新たなメンバーを加え多数参加しました。
今回は韓国から開催の打診があり、10月31日から11月2日に済州島で開催することとなりました。形式はシンポジウムとし、韓国からの要請により派遣する招待者による講演と、今後国際交流をめざす研究者等の参加及び中国・韓国の研究者による研究紹介を中心に、中国・韓国の分析化学と分離分析を取り巻く応用分析など分析化学全般にわたる話題について意見交換を行います。また、本シンポジウム開催を通じて帰国留学生たちとの研究交流の場と機会を提供し意見交換などを行う予定です。

主催：日中韓分析研究交流会（日本側:FIA,GC,IC,LC、環境分析懇合同、中国側：清華大学他、韓国側：GC研究会、韓国食品研究院） 
後援：（社）日本分析化学会、中国自然科学基金、韓国分析化学会
大会会長：Prof. Dr. Lee、Dong-Sun　(ソウル女子大学)
日本団長：中村　洋　 (社)日本分析化学会会長、LC研究懇談会委員長
会場：韓国　済州島グランドホテル（韓国）
http://www.grand.co.kr/contents/?mid=JP10101010
日程：2011年10月31日から11月2日
公式言語：英語（通訳なし）

参加予定者、規模

日本から30名程度、中国約30名、韓国約50名。
運営委員会名簿

別紙添付

韓国側事務局

Dr. Jaeho Ha, Food Analysis Center, Korea Food Research Institute
Sunyoung Bae, Ph.D. Seoul Women's University
E-mail:jhkfri@kfri.re.kr
中国側事務局
Prof. Dr. Jin-Ming Lin, Vice chair of Department of Chemistry, Tsinghua University
日本側事務局

GC研究懇談会　委員長　前田恒昭、（独）産業技術総合研究所

E-mail:maeda-t@aist.go.jp
Deadlines:

Abstract submission: August 31, 2011
On-line registration: September 30th, 2011
Hotel reservation: September 30th, 2011.

日程

10月

31日（月）Welcom Rception、
11月

1日（火）CJK Symposium：Lecture、Poster、夜意見交換会

2日（水）CJK Symposium：Lecture、Poster
参加登録費(Registration Fee)

2万円 (20000JPY)

（GC研究懇談会が日本側にて事務を行ないます）
その他費用

視察費用：実費精算（参加者のみ）

宿泊費　：現地にて実費精算、約8－10千円（韓国側が一括して予約）

交通費（航空運賃）：各自負担、約3－6万円

講演申し込み、参加登録、ホテル予約
2011C-J-K Symposiumホームページ：http://cjk2011.weebly.com/
日本側参加登録者は事務連絡窓口の日本側事務局（前田）にも連絡のこと

前田恒昭、（独）産業技術総合研究所　イノベーション推進本部　国際部　国際協力室

E-mail:maeda-t@aist.go.jp、TEL:029-861-6838

日本側運営委員名簿
団長　中村　洋　(社)日本分析化学会会長、LC研究懇談会委員長
事務局　前田恒昭（独）産業技術総合研究所

運営委員

保母　敏行　(社)日本分析化学会GC研究懇談会最高顧問、都立大学名誉教授
瀬戸　康雄　(社)日本分析化学会GC研究懇談会委員、科学警察研究所
佐藤　博　  (社)日本分析化学会GC研究懇談会委員、長崎国際大学准教授

中釜　達郎　(社)日本分析化学会GC研究懇談会委員、日本大学准教授

秋山　賢一　(社)日本分析化学会GC研究懇談会委員、(財)日本自動車研究所

和田　豊人　(社)日本分析化学会GC研究懇談会副委員長、（株）島津製作所

古野　正浩　(社)日本分析化学会GC・LC研究懇談会委員、GLサイエンス

田中　一彦　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員長、広島大学教授

三浦　恭之　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、東海大学教授
三上　一行　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、東海大学講師
竹内　豊英　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、岐阜大学教授

野々村　誠　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、環境技術評価研究所長
後藤　良三　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、東亜DKK株式会社

伊藤　一明　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、近畿大学工学部 教授
森　勝伸　　(社)日本分析化学会IC研究懇談会委員、群馬大学准教授
酒井　忠雄  (社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員長、愛知工業大学教授
本水　昌二　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、岡山大学教授
板橋　英之　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、群馬大学教授
小熊　幸一　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、千葉大学名誉教授

今任　稔彦　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、九州大学教授
手嶋　紀雄　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、愛知工業大学准教授
樋口　慶郎　(社)日本分析化学会FIA研究懇談会委員、高知大学特任教授（小川商会）
角田　欣一　(社)日本分析化学会環境分析研究懇談会委員長、群馬大学教授

渋川　雅美　(社) 日本分析化学会環境分析研究懇談会委員、埼玉大学教授
内山　一美　(社) 日本分析化学会有機微量研究懇談会委員、首都大学教授

久本　秀明　(社) 日本分析化学会電気泳動分析研究懇談会委員、大阪大学教授

丹羽　修　　(社) 日本分析化学会化学センサー研究懇談会委員　(独)産業技術総合研究所

安井　明美　(社) 日本分析化学会表示・起源分析技術研究懇談会委員長、(独)食品総合研究所
